


ア ピグ ランス

aacafさ員
遣形作家
SEKITA SH10EKI

世 本 田 茂 樹
有)セキタデザインスタジオ 代表
神奈り|1県横浜市金沢区VIEFJ3‐ 15金沢建設会館
3F‐A
TEL045-788‐ 8011

「界(KAD」
設置場所 :

1000mmH× 250mrnWX 250mrnD

最小限の構成要素によつてある空間を仕切り意味性を

もたらす一種の門である。材料にMDFとアルミを使用
した、NCマシンによつてMDFの積層板から翼に似た
断面形状に削り出し、本漆塗り(本朱)仕上げとした。

aaca会員
七宝焼壁画デザイン・制作者

ATSUKO KtTAMURA

北 村 温 子
¢根)オパ 代表取締役
東京都新宿区局田馬場 1‐ 18‐8
TEL033200 7867

「結び MじSU8日
設置場所 :東京外国語大学図警館ブラウジング

俯 中市)
1400Ⅲ つ|ス 1,01(ヽ o「,Wヽ 36■ ■l k喜合わt(実行36

百年建築の為に独自で開発した壁画二重工法 (特許出

願申請済)を基礎に素材の銅板の暖色は(人間)黒線は

(学問)四季の図形は(日本)を意図。国際交流を中央の

(水引)の組で結ぶ。更に日本初の象眼七宝技法壁画の

古代文化を構築する。

aacaf゛員
フアイパーワークス
K‖ KO MACHl

l躙 意
「結一YU:…」
設置場所 :グランドアーク半蔵門ホテル(千代田区)
820mrnH X 3070mmW X 80mrnD

素材、技法にとらわれず自由な発想で建築空間を豊か

にする作品づくりを心がけています。美しくデザイン

された空間、壁面を作品に取りこみ、綿糸、真鍮を素

材に、明快に簡潔に、結婚式場を飾るフアイバーレリ

ーフを制作しました。

CONttENTS

時代の華一輪 4

aacaトーィン               フ

■表紙デザイン

高部 多恵子      .

表紙の作品を募集してしヽます。

事務局までお問い合わせください。

尚表紙のレイアウトは、広報委員会で行います

のでこ了承下さい。

発行 :11日本建築美術工芸協会

Phone03-3457-7998
Fa×  03-3457-1598
〒108-0014
東京都港区芝 5-26-20
建築会館 6F

ま辰替 :00]10-2-365085

編集 (社 )日本建築美術工芸協会 広報委員会

広報担当理事 柳澤孝彦

委 員 長 玉見 満

日J委 員 長 高部多恵子

北村孝昭、石田員人、山崎輝子、浅野由紀雄、

長谷川亨、瀬川秀之、佐田興三

事 務 局 長 l■藤留llt

制作協力 :中栄印刷工業株式会社

aaca会員
彫刻家

YOSHIKAZU OCHI

主 翼 枷 轟 LJl
r TEL03‐3953‐ 1561

‐「作品(W～ H)」
設置場所 :

700× 550mrnH

エン ドレスの形態を基本に考えて造形を試みて約30
年が過ぎてしまつた。以前から壁面用の作品を造りた

いと思つていたところ、軽い素材を見つけたので、 3
年前から「波動Jを基にしたシリーズ作品を制作した。
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第12回2000奈良aaca景観シンポジウム「古都と景観」

日時 :平成 12年7月 27日 (本 )

午後 ]時30分～5時

場所 :なら]OO年会館中ホール

パネルディスカッション

コーディネーター:内丼日召蔵

パ ネ ラ ー :白巾番洋三郎

高口恭行

絹谷幸二

河瀬直美

文化庁長官
SASA〈 I MASAMINE

佐々木 正 峰 氏

奈良知事
KAKIMOTO YOSIYA

柿 本 善 也 氏

奈良市長
OHく AWA YASUNORI

大 川 靖 則 氏

■
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会長
ASHIHARA YOSINOBU

芦 原 義 信

奪 勒

あいさつ

芦 原 義 信 銭

第 12回 2000奈良aaca景観シンポジウ

ムにお集まりいただきまして誠にありがと

うこざいました。私ども日本建築美術工芸

協会は建築家や美術家、工芸家が一堂に会

して種々のディスカッションを重ねて日本

の都市景観を少しでも良くしていこうとい

柿 本 善 也 奈良知事

う団体であります。その一環として毎年各

地でシンポジウムを開催いたして意いりま

した。第 12回 目は奈良市で催すことがで

きました。

これは関係者の皆様の大変なこ支援のお

かげであります。講師の諸先生は、日ころ

なかなかお目にかかれない方々でこ多忙に

もかかわらず、ディスカッションして下さ

いますので皆様最後までこ静聴よろしくお

願い申し上げます。終わりに際し、このシ

ンポジウムが有意義でありますことを祈念

して、こあ_iさつとさせていただきます。

本国のシンポジウムは「古都と景観、で

テーマとしては良い。同時に答えが難しい

問題です。景観は相当幅の広い問題で一人

ひとり景観に対しての考え方が違うと思い

ます。ただ景観はとても大切ですし、お互

いに景観を考えることは必要でしよう。ど

うすれば皆さんの思つてお・
~lれ
る奈良を感

じてもらえるかです。景観は生きています。

イメージの中で 1300年生き、培つてきま

した。一人ひとり議論してもらい、わ/1nわ

れ行政はその中から答えを見つけることに

なる。奈良らしい景観を皆さんと一緒につ

くつていきたい」とあいさつされた。

大 川 立青貝」 奈良市長

「市制 100周年を迎えた。世界遺産を皆

さんと一緒に守つていかなければなりませ

ん。先人が全知全能でつくりあげたもの。

学術、芸術、技術と人の心までも集まって

います。これを守るためにも住民の理解を

得て景観を守り、街づくりをすることは意

義のあることです。今後の古都奈良の保存

と活性に向けシンポジウムが成功に終わつ

てほしい」と述べられた。続いて佐々木正

峰文化庁長官の祝辞の後パネルディスカッ

ションに移つた。
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aaca副 会長
建築家、滋賀県立大学教授
UCH‖ SHOZ0

内 丼 昭 蔵 氏

奈良は日本人にとって心の故郷であり、

遠くシルクロードの終着点として夢とロマ

ンあふれる土地であります。最近では古墳

をはじめ多くの遺跡の発掘が進み古代都市

がにわかに脚光をあび、人びとの関心を集

国際日本文化研究センター教授
SHIRAHATA YO∪ ZABUROU

自 幡 洋 三 郎 氏

めております。

奈良は古代都市の遺跡と歴史が埋まって

おり、山や川、森や小道にいたるまであら

ゆる景観は古代の歴史が反映されたものと

考えられます。

私たちは奈良の地に立ち、先人たちは、

いかなる思いのもとに「まちづくりJを し

たかに想いをはせ、わが国の都市景観のあ

り方を考えてみたいと思いこのシンポジウ

ムを企画いたしました。

「視覚対象」では概念が狭い

点をどこまで膨らませるか

「古都はかつて都があつたとらえ方をす

ると故郷という考えができる。それぞれの

人の中に古都、故郷がある。そのひとつに

奈良がある。かなり共通している。つまり

故郷と古都を繋いで考える必要があるJ

「これを言えばおしかりを受けるかもし

れませんが、古都は元気になつて困るよう

なイメージがある。景観というと大きな関

心は庭園だ。庭園は建築よりも芸術的な含

みがある。景観は視覚対象となると狭い概

念になる。景観を破壊するから建設は駄目

というのはおかしい。景観は “目を開じれ

ば思い出す、快適だ
"ということにも受け

止められるJ

「昔、奈良県庁含や京都タワーの建設で

景観論争になつた。古都と景観は故郷を守

る、持続させたいのと並行して現在の暮 l~l

しを守ることにもつながる」

「江戸時代、奈良は大きな産業都市だつ

た。当時、素麺、塗り、酒など奈良は高度

な産業がたくさんあった。これが明治時代

ころから奈良は
'過
去のある時期

°
という

とらえられ方に変わつてきた。古都は初期

は過去の栄光が中心だった。 1930年代以

降は、観光という考えで復活し大事なもの

となった」

「奈良の景観を視覚で考えると、点が大

事だ。大景観、大風景に対する疑問が、歩

いてみると良い町並みに出会え解消する。

この町並みみたいな点をどこまで膨らませ

るかが、今後の奈良の景観を考えるうえで

の出発点になる」
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―心寺住職、建築家 造家建築研究所主宰
TAKAGUCHI YASUYUKI

高 口 恭 行 氏

景観つくる法的制度がない

もっとエキセントリックに

「はつきり言つて日本の都市景観は見劣

りする。世界的水準で低く見られるのが景

観だ。私の一心寺は大阪の上町台地にある。

山門を建設するとき、歴史の散歩道や夕陽

丘プロムナード構想、人形芝居フエステイ

バルなどの背景に配慮した」

「ただ現実として実感したのが、法的な

景観をつくる制度が不備、選択の範囲がと

aaca会員
画家、東京芸術大学教授
KINUTANI KOU」 |

絹 谷 幸 二 氏

ても広く目標像をだれも知らない、リバイ

バルでは役に立たない、抽象的形態は心に

響かないことなどだ。とくに最近の建築に

は、抽象化したそのデザインなどが景観に

なるという。これはやはり違うと思うJ

「当事者が設計 施工する立場からする
と現行制度は理解できない。景観をどのよ

うにリー ドしていくかがわからない。例え

ば、禁煙と言うが私にとつてこれが何が良

いのかになる。これと一緒で景観はだれが

だれに言つているのかわからない。良い悪

いは別にして景観を考えるならもつとエキ

セントリックにやるべき。景観も当事者の

立場で考えていくのはまだ50年はかかる

のでは  。今後、景観を考えていくうえ
では水と緑しかないJ

知的好奇心味わえるように

リスクマネジメントを伴う

「いま (平城京の)朱雀門を再現してい

る。大極殿も再現できればすばらしい。た

だ過去を復元するだけでいいのか。イタリ

アのベネチアに 3年ほど住んで、帰国した

ら日本はなんだかぐちゃぐちゃのイメージ

だつたが、奈良に帰つてくると良かつた。

自然、音のすばらしさは奈良にある。奈良

は素敵だJ

「忘れ去られたところに新しいものを発

見する。奈良の景観もこの意味でたくさん

守られている。奈良も生きていかねばなら

KAヽ ′́ASE NAOMI
映画監督、映像作家

河 瀬 直 美 氏

ない。つまり観光もいいが、知的好奇心を

現代の人が味わえる奈良が必要だろうJ

「(高校まで)奈良に住んでいたとき、

どうしてこんなに古い町がいいのかという

気持ちで東京に行つた。今はこの町が新し

いと感じる。次世代のヒントが奈良のまち

や路地裏にあると思う。この景観が世界に

提言できればすこい。次世代への新しい感

性が景観になる」

「公共事業 (建設事業)でも奈良でする

には、太陽電池を奈良瓦でつくるなどの発

想が欲しい。水と油は混ざらないと思つて

いたが、今はさまざまな事象で混じる状況

が多い。このことを踏まえると奈良は古い

ようで、大変新しい田]と考えているJ

「美しいのはリスクマネジメントを伴う。

美しい京都、奈良など古都の景観を人類に

とってリスクマネジメント。目で見た美し

い奈良を構築することと、新しい建物をど

んどんつくることは双眼で見ていくしかな

いJ

遠景取り入れた小さな整備

自分たちの価値が世界一と

「文化に対する考え方が反映されているな

ら、日本は文化が劣つていると感じる。そ

れは情報が均一化されているためだ。外国

は個人 個の考え方を発言しやすいし、そ
れが認められやすいJ

「景観に関してはもつと特徴を持つてほし

い。奈良は文化や宝物がたくさんある。都

会にありえない価値がある。この価値に気

付いていない。人間というのは、いつたん

生活している場を離れな _iとその場所の価

値がわからないJ

「シルクロード博覧会が十八歳の時にあつ

た。その時、 (市内の)看板が派手になり、

それも統一性がなかった。これが奈良の目

抜き通りかと思つたら 17tしかつた記憶があ

るJ

「奈良には山も川もある。この遠景を取り

入れる小さな整備をしていくべき。五十年

後の奈良を造るのは、今から整備していか

ねばならないことを今の子供たちにしっか

り覚えさせておくことだ。整備にあたつて

は日常的に生活として活用できることが望

ましい。観光だけでなく、人間の生活とし

て整備してほしい」

「若い世代の突出した感じを素直に受け止

めてもらえれば奈良はもつとよくなる。そ

こに住む人たちが、自分たちの価値が世界

一だという気持ちをもつこと。この雰囲気

を活性化させることで景観への考えなどが

出てくる。そして皆が奈良へ行きたいとい

う気持ちにさせることをもっと情報発信す

ることだ」
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シンポジウムに参カロして
aaca会員
(有)ア トリエ ムーブ 代表
KIYOKO IKECAMI

池 上 清 子
横浜市中区元円J150元 田∫バセJ108
TEL04 5-663-4881

一歴史 。その流れの中で一

7月 27日 2000奈良aaca景観シンポジ
ウムが開催されました。開催会場は磯崎新

氏設計による「なら100年会館」。テーマ
|よ 「古都と景観J、 コーデネイター内井昭

蔵氏 (建築家、工学博士、滋賀県立大学教

授)パネリスト自幡洋三郎(国際日本文化セ

ンター教授)、 高□恭行 (一心寺住職、建築

家、造家建築研究所主催、京都大学工学博

士)絹谷幸二(画家、東京芸術大学教授)河瀬

直美(映画監督、映像作家)と、それぞれの

環境、職業的視野、体験を基に個性溢れる

方々の意見と会場からの質疑応答も意味深

い濃い内容でした。

その中でパネラーの方のお話の中に共通

のことが二つありました。その 1は比較文

化一つまり生まれ育つた街の良さを認識す

ることが出来るのは、その地を離れ異文化

にふれた時初めて感じることが出来我が古

郷はどうあらねばならないかを模索するよ

奈良県建築士事務所協会理事
大倭殖産株式会社取締役
YOSHIAKI KITACAヽ″A

北 り|1善 明
奈良市藤ノ木ti l丁目 2番 15号
TEL074 2-439191

うでありました。史跡をどのように残しど

のように創り変えるべきか、特に埋蔵物の

宝庫古都奈良の問題は簡単に結論が出るも

のでもないでしょう。私個人的体験見聞か

らになりますが「鎌倉の御成小学校の改築

問題に直面した時のこと、イタリアに観る

遺跡保存―観光の徹底した方針、またイス

ラエルにおける城壁に囲まれた旧市外とそ

の周辺の新しい街と砂漢を緑化する巨大

PJ」 など他の国々の事例と比較してみたり、

8月 ]]日 朝日新聞夕刊掲載「奈良そこうJ

の強引な建設経過話題がありありと読める

などaacaに加入させていただきイベント

初参加の収穫は多大です。その 2は、行政

とのかかわりの問題―これはどんな場合に

もついて廻る問題のようです。良き未来の

ために市民、イ予政、アーキテクトー(具体的

に構想設計する人)がどれだけ理想に近付け

る為に情熱(エネルギー)を費やせるか具体

的行動を起こせるかにかかつておりましょ

う。「景観をつくる制度にはなつていな

い一目標像を誰もよく知らない一Jと語る
パネラーの言葉がいまも心に迫り来ます。

形成期はエネルギーに溢れ、頂点に達す

れば崩壊が待つている。今ミレニアム記念

の四代文明展が開催されておりますが紀元

前6000年の文明が語りかけてくれるもの
に日と耳を傾け当時の人々の暮らし振りを

想像するのも悪くはない。中国文明展(横浜

美術館)においては高松塚古墳の壁画(模写)

と対Lヒする展示場面もあつて、奈良の暑い

厚い旅の楽しく実り多かつたことを思い起

こしております。私横浜元町の片すみにて

現代美術系の企画画廊と建築に関わるアー

トワークのコーデネイトを仕事としており

ます。永い歴史の中から見ればつ私がして

いることは「点」でしかないのでしょうが、

良い自然環境と良い文化を提供し続ける情

熱を更に持続できるような旅であつたこと

を嬉しくおもいます。

こ同行の皆様、参カロ者交流会の集いで出会

つた方々、ありがとうこざいました。

7月 2フ日なら100年会館にて『古都と

景観』をテーマとするシンポジウムに参加

する機会に恵ま71、 久しぶりに学生時代の

ような新鮮な想いがコンコンと湧き出して

きました。このシンポジウムは、私が所属

する奈良県建築士事務所協会と奈良県建築

士会の両協会からお誘いを受けたので参力日

しました。最初は失礼ながら C念ながら)
日本建築美術工芸協会という組織そのもの

すら知らなかつたのですが、シンポジウム

のポスターのすばらしさというか、私好み

のそのデザインが気に入り参カロする気持に

なったのです。

その日は400席 の中ホールが満席にな
り、約 100人ほどの方が立っておられたよ

うですが、運よく私は席につけて落ちつい

て参加できました。急きょ椅子を持ち出し

セ ッテ ィン グ さ れ た ス タ ッフの 方

々、本当にこ苦労さまでした。

プログラムは日本建築美術工芸協会の芦

原義信会長の挨拶ではじまり、共催である

奈良県の柿本善也知事、そして奈良市の大

川靖則市長が歓迎と、盛会を祝してのこ挨

拶を述べられた。その後文化庁の佐々木正

峰長官が祝辞を述べられ、いよいよパネル

ディカッションがはじまりました。パネリ

ストに国際日本文化研究センターの自幡洋

三郎教授、一心寺住職であり建築家の高□

恭行氏、画家であり東京芸術大学の絹谷幸

二教授、映画監督であり映像作家の河瀬直

美氏。そしてコーディネーターとして建築

家であり滋賀県立大学の内井昭蔵教授が紹

介された。内丼氏から古代都市の遺跡と歴

史が埋まつた奈良の地で、先人達はいかな

る思いのもと 《まちづくり)を したかに思
いを馳せ、わが国の都市景観のありIJAたを

考えてみたいと思い、結論が出るわけでは

ないが、皆さんと共に考えこのシンポジウ

ムを進めていきたいと話はじめられた。そ

の後各パネラーが一人ずつ意見を述べられ

た。これから以降のパネルディスカッシ∃

ンについては、協会に全文の保存資料があ

り、別な形で紹介されるであろうと思われ

るので、今回は害J愛させていただくことに

する。私が感じ、思つたことをこの紙面を

借りて書きたいと思います。

私はこの奈良で生まれ、育ち、そして今

も生活しそして101いている。建築家として

つ回のテーマ『古都と景観』は身近に感じ

るテーマであり、またいつも悩みの種でも

あるのです。それは「景観』についてであ

り、「景観』を形成する事象を普遍的な事

として自分自身で納得理解しているわけで

はないのです。パネラーの高口氏が、クラ

イアントあるいは設計者だけで、景観を論

じるものでなく、そこに住まいする人や訪

れる人、その他多くの人達が『景観』につ

いて論じ、共通の認識をもってイメージで

きる『景観』が必要である。 (人々に認知

されるのに、この先50年ぐらいかかるで
しょうが )と発言されていたと思うので
すが。まさしくその通りとひざをl「 く思い

で tノたoきようのようなシンポジウムを通
じて、多くの人たちに参加していただき、

『景観』について多くの人たちに論議して

いただき、共通認識としての『景観』がイ

メージできる奈良の街ができあがったと

き、また今と違つた古都奈良の 1景観』が

うまれるのでしょう。

最後になりましたが、このようなシンポ

ジウムが継続して開催され、そして盛会で

あることを念じ、aacaの益々のこ隆盛を

心からお祈りいたします。

(3月 1日記)
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aaca会 員
―級建築士事務所
株式会社 ワイディー代表
YAMAMOTO MAKOT0

山 本 誠
東京都練 l■ 区旭 FT]6651402
TEL03-5983-8275

今回のシンポジウムに参力日した正直な

III由 は「奈良」で行われたからだ。 5月

には伊勢神宮に詣で、内宮、外宮、別宮

と多くの摂社、末社を巡り、森を背景と

した本殿と、次の遷宮を待つ芯の御柱の

空間を前にした時、いままで体験したこ

との無い感動にとらえられた。「なにこ

とのおはなしますかはしらねども かた
じけなさになみだこぼるる (西行法師)」

千数百年もの間、姿を変えずに守り続け

た意志に頭が下がる。新しい建築技術が

伝わりながらしかも20年に一度の改築
の機会 (遷宮)がありながら掘立て柱の
ままである。動舌しの時代、外来文化の押

し寄せた時にも動じることなく伝統を守

り抜いた。日本の歴史は常に新しいもの

を取り入れ、時代に乗り遅れまいと疾走

して来た。特にこの数十年の加速度的変

貌は凄まじい。生物種の絶滅は 100年前
は 1日 に 1種だつたが、現在は 100種に

達するという。20世紀は自然と伝統
文化の破壊の世紀と言われるだろう。新

世紀を目前にして、aacaの シンポジウ

ムが歴史と文化の都、奈良で行われたこ

とは意議深い。

久し振りに訪れた奈良は (学生時代の

2週間の古美術研究、奈良博以来)/LI都

市の変貌ぶりに比べると、駅前の風景が

少しも変わつていないのに驚く。奈良ホ

テルから三月堂への朝の散歩では30数

年前と少 しも変わらない景観を楽 しん

だ。二月堂からの眺望は「子供達に伝え

残せる遠景の記憶 (河瀬氏)Jと 言つて

いい。深夜に奈良まち辺りを歩いたが、

「奈良まちの路地裏には八百神がいて、

へっついさんがいる。 (絹谷氏)Jと思う

と、寝しずまったまちの中で、今頃お地

蔵さんやへつついさんが夢でも見てるか

と思うとうれしくなつてくる。夜空に浮

かぶ低い塚並みを歩きながら、シンポジ

ウムでの E日象に残つた言葉を思い出す。

「あるが儘を受け入れるまち、雑草をそ

の儘にしている文化を守りたい。観光だ

けでない生活の中に景観を。 (河瀬氏 )J

「抽象的な形態は心に響かない。 (高 口

氏)Jなどなど。遠景は自然景観が主体
だが、近景は生活そのものと言える。奈

良の近景を守ることはそこに住む人の生

活を守ることに他ならない。「江戸時代

には奈良は産業都市であり、奈良漬、奈

良酒、墨  硯、出版が盛んであった。
(自幡氏 )」 「中小企業やお店の人が生き

生きしているまち。 (河瀬氏 )」 その奈良

のまちも、地域を支える気持ちを忘れね

ば、まちから路地が消え、近景を失つて

しヽく。

翌日の観光バスによる飛鳥巡り。高松

塚古 l_3、 石舞台、今井町の江戸時代の日]

並み。私は桜井で降ろしてもらい、山辺

道へ。三輪山のすべてを御神体としてい

る大神神社を参拝した。そこからの景観

はまさに「倭は国のまほろばたたなづく

青垣 山隠れる倭 しうるはし (倭建命)J
であり、自然と共に生きていた時代の躍

動感に溢ねている。自然を蔑ろにし、大

地を傷つけ、今や地球生命体 (ガ イヤ )

さえ脅かし、親殺し子殺しさえ驚かなく

なつている昨今、古神道の坂田安儀宮司

が言うように「神道とは自然を教典とし

た、生命の信 llBである。Jと いう原点に

戻る時が来たのだと、その風景を目の前

にして、確信した。

ゝ浴

-5-
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時代の華―輪
aaca会員
九州芸術工科大学教授
SATO MASAR∪

佐 藤 優
福卜J市南区塩:原 491
1E[092-553-4504

人間の感性を生かす
「アートパーク」の提案

今、情報と環境との接点にあるような

いくつかの課題と取り組んでいる。音の

サインのあり方 (注 1)や、視覚障害者を

対象とした情報表示の方法 (注 2)や 、農

村景観における色彩の問題 (注 3)などで

ある。これまでは主にlll常者のためのサ

インや都市景観について研究 してきた。

福岡市の都市サインはその代表例で (写

真 )、 多言語併記によつて都市の国際化

の一翼を担つた。現在はさらに都市情報

のバリアフリーや、メディアとしての都

市環境について考えている。

そのうちのひとつ、「アー トパーク計

画」の報告書がまとまつた。健康運動施

設開発開構のひとつのプロジェク トとしノ

て 3年越しで取り組んできたもの。現在

アー トパーク概念モデル鳥帥図

の都市公園が必ずしも有効に活用されて

いないところから、都市に緑を提供する

だけでなく、現代の都市生活者の心身を

リフレッシュさせる方法は何かと、根本

的な命題に立ち戻つて検討してきた。

新しい技術を活かした公園の姿を考え

てみると、心の中にあるイメージの自然

や、五感を束」激する公園など、人間の感

性を基盤とした公園のあり方が浮かび上

がつてきた。この発想を支える社会的な

追い風もある。生態系への関心の高まり

や、イングリッシュガーデンの流行、情

報技術の発展などである。身近な自然ヘ

の郷愁が、単なるノスタルジアではなく、

実体空間と仮想空間との合間に求められ

ている。そのような現代の都市にとつて

必然性のある公園を「アー トパーク」と

呼ぶことにした。

アー トパークでは、次の 3つの理念を

鎧‐●

=

大切にしたいと考えている。 ])人 間の

イメージを刺激する公園であること。

2)誰 にとつても快適な公園であること。

3)21世紀にふさわしい独倉J的な公園で

あること。人間の感覚をクローズアップ

し、自然との新しいかかわりの中で利用

者自身が主体的にイメージを解放するこ

とができる公園をめざしている。

その中でも最もやりた tノ こ`とのひとつ

は、赤坂見附の角にある狭い公園に高層

公園をつくることである。 1階から順に
「地、水、大、風、空Jと するなどはど
うか。もうひとつは、森をつくって樹上

だけを回遊する公園である。その他、暑

さや寒さを 3D映像とともに体感するバ
ーチャル公園であるとか、砂の名園を陶

板でつくつて中からの視点を体験すると

か、アイデアは尽きない。

この報告書は、知久 lit一 (ササキエン

バイロメン ト デザイン オフィス)の
指導のもと、安彦建夫 (松下閂工 )、 玉見

満 (大塚オーミ陶業 )、 深丼克彦 (コ トブ

キ)が研究会委員として研究にあたり、

佐藤優が監修して、とりまとめたもので

ある。 (アー トパーク計画の問い合わせ

先 =本協会広報委員長玉見満)

(注 =その他の問い合わせ先)
1)(社 )日本サインデザイン協会

躍菱舌03-3818-853フ
2)芸術工学会誌21、 pp65 70

芸術工学会事務局 =神戸芸術工科大学

廃語舌=078-794-5051
3)多摩美術大学教授田口敦子

廃話舌0426-フ 9-5623

一一
汗
】 ′
』
鶴

(共同設計者 =定村俊満、中牟田麻弥 )

-0「

(作図 =知久健一 )
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aaca会員
TERUKO YAMAZAKI

山 崎 輝 子
千葉県我孫子市it本922-9

表現素材としての皮革

先ず、皮革が人間生活とどの様に関わ

つてきたかと云う点から話を進めてみま

す。古代のアルタミラの洞窟壁画を思い

浮べて見ますと、原始時代の人々は、野

山に獲物を追い、獲た食糧の副産物とし

て毛皮や皮で、身の危険や寒さを防いで

いた事でしよう。氷河期のネアンデルタ

ール人は、「毛皮Jを身に付けていたと
の事ですし、タクラマカン砂漠か l~2発掘

された古代人は「革のブーツ」を履き、

カナダのアイスマンは「革の帽子」を。

ツタンカーメン王は「革のサンダルJを
覆いてました。糸を紡ぎ布を織る事を知

らなかつた頃から今日、二〇〇〇年迄、

革の用途はあまり変化はなく、身の廻わ

りの生活の場でいろいろに利用さ/rtて き

ております。

「皮」は英語で「Skin」 ですが、これ

は生の皮の事を意味します。生の皮は腐

敗しやすく堅くなり、そのま でゝは用を

なしません。そこで「鞣すJと云う工程
を加えて、革「Leather」 となります。

鞣剤としては、昔は泥や動物の脳漿、又

は唾液を用いた様ですが、その後、植物

性タンニンと化学物質 (塩基性硫酸クロ

ーム)とが使われる様になりました。こ

の「鞣す」事で「皮」は通常の需要に耐

える「革」となります。その特性は、耐

熱性、耐寒性に勝れ柔軟性、通気性、可

塑性に富み、吸湿と放湿の両面を備えて

ます。しかし耐水性、着色性に劣ります。

更に動物の種類により面積や材質の均質

性が異り、当然コス トが高くつきます。

以上の様な特性を持つ「革」を、工芸材

料としての立場から見た場合、その活用

分野は古今東西それ程大きな差はありま

せん。日本で代表的な物は、正倉院御物

の漆皮箱、仏具、中世の武具甲冑、馬具、

江戸時代は火消装東、服飾品等に応用さ

ね、そこには多様な用途の歴史が見られ

ます。

ところで私にとりまして、皮革は非常

に気難しいけれど変幻自在な材料です。

折る、編む、組む、引つぱる、染める、

固める、彫る、縫う、切る等の技術を加

える事で実に様々な姿を見せてくれる有

機質な素材です。しかし、どんなにして

tl侮れないのは、革は生きた動物の表皮

である事です。確かな生命を持つていた

革を素材にして、「何を表現したいか」

と問われ ばゝ、それはその物の内在して

いるエネルギーの形です。

例えば、樹々の表皮や地表の文様、風

の作る水面の表情は、私の五感を誘発し

ます。その五感の内の「触覚Jを呼び起
し、体感的な感覚で見える物の奥に潜む

「原始的なエネルギー」を取り出したい

のです。物の実体は「触れる」という事

で生きている実感を与えてくれます。私

は「触覚」に拘り、「触れるJ事で捉え
た生命の肌ざわりを大切に思い、制作に

活かしてます。それは、かつて生命を持

っていた素材の再生に繋がると思うから

です。

その再生が土に帰る輪廻のプロセスの

中で、光に満ちた一時である様にと願い

ながら、「皮革という素材」を活かし切

りたいと思つてます。

鰈
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(日本茶インス トラクター第一期生 )

(株)葉桐
TERUKO YAMAZAKI

葉 桐 清一郎
静1刊市新通239
054-255 5101

『喫茶去』

「喫茶去 (きつさこ)Jさ一お茶をどう

ぞ | という禅語です。この言葉には広
くどんな人でも受け入れるおおらかさの

意味があります。二十世紀は物質文明の

時代でしたが便利さの代償として心がす

さんできてしまつています。このことは

人類にとつて非常に由々しき問題なので、

なんらかの方法で心を取り戻さなけねば

ならないと思います。当然色々なやり方

があるでしょうが、一つにこの「l契茶去」

が有効です。お茶を飲むという単純なこ

とで心が落ちついてしまうのです。この

大変すばらしいお茶の起源を辿りますと

紀元前3000年の中国の伝説上の人物の

神農 (しんのう)に行き当たります。氏

は山野を巡り草木を国にし薬草を探し回

りました。当然毒草に当る場合もありま

した。その際お茶で解毒 したと伝えられ

ております。故に薬の神様と言われてお

ります。時代を経てお茶は日本に伝来し

現代に根付いている訳ですが5000年の

歴史と文化があるわけです。この折角の

宝物が二十一世紀を目前として今の日本

で希薄になりつつあります。核家族そし

てペットボ トルが象徴しておりますが絆

がと7‐lていないのです。今回皆様方にお

いしいお茶の入れ方の手ほどきをしたわ

けですが
“
香り
"を
堪能し、甘昧、渋昧、

苦味のバランスのとれた
“
味
"を
賞味し

て居合わせた人達との楽しい語らいで心

を和ますことが出来たと思います。その

秘訣はなんですかと間かれた場合、まず

|よ「おいしいお茶をいれよう IJと いう

気持ちを持つてくださいと答えておりま

す。ポイントとしてフ0～80度位まで
｀
湯

冷ましをする
"、
茶葉が開くまで一分前後

“
間をおく

'、
終わつたかなと思つてもも

う三振り、三振りと
“よく搾り切る

・
。少

なくてもこの三つのポイン トさえ守れば

こ家庭のお茶が一格も二格もおいしく飲

むことができます。こうしたことを静岡

に長年住んでいていても知らない人がい

るのです。私は小振りのバスケットにお

茶道具―式を仕込み依頼があれば全国ど

こへでも出向き指導しております。この

行脚スタイルですが実は江戸時代に既に

活動していた人物がいるのです。京都黄

栞宗の禅僧であつた売茶翁 (ばいさおう)

という方です。茶道具をIEっ て京都界隈

でお茶を売り歩いたのです。「茶代は半文

銭から上は幾らでもよろし。又ただで飲

むのも勝手次第。しかし、ただよりは負

けもうさず。」と語りながら。正に風流人

でした。尊敬の念厚く
“平成の売茶翁

"と

自称してお茶の素晴らしさを共有したい

と思っております。最後に座右の銘を記

して終わりたいと思います。「お茶は香福

にして□福で幸福に通ずJあ りがとうこ

ざいました。

□

-8-

載

二ど



豊かな美術的環 の想像を目指す団体です。

建築・美術 。工芸等の分 の方々による交流・協力を

境

野

■都市景観シンポジウム(京都、長野、水戸、静岡で開催 )

■記念講演、シンポジウム

■交流の集い

■研修見学会

■aacaト ーク 45回 を数える講演者を固んたバーテイー

形式の トーク。

■会報の発行 多彩な内容で毎回数多くの参カロ者を集め、家

員相互のコミユニケーシヨンを浩沸に図つている。

(社 )日 本建築美術工芸協会は、建築家、美術家、工芸家その

他の人びととの連携と協力により、豊かな芸術的環境の創造

と保存を図り、これを通して日本文化の向上、発展に寄与す

ることを理念としています。

■aaca賞
優れた芸術的環境づくりを表彰しています。

■ス トリー トアー ト テザインコンテス ト 街中の公共空間
の環lF~つ くりに買FLtする優れたス トリー トアー トデサイン

を公昇、表彰。

■aaCa作 品写真展
■各種展覧会(ヨ ーロツパ町並展等)

■ 「都市景観デザインヘの提言」建築業界誌に 1都市景観デ

ザインヘの提言Jを 連載し、わが国の芸術的環境の創造と

保存を提案しつづけています。

■地域サービス活動 文化は地1或の気候風土、風俗、習慣、
歴史伝統などに育まれることを理解して、新しい地域文化

の形成をめざした地域サービス活動と取り組んでいます。

1968年 、「新しい建築のなかに美術 工芸 造園などの造

形作品をとり入れ、人間性豊かな環境づくり」のために、建

築、美術工芸に関する方々相互の交流をめさして、任意団体

「建築美術工業協会」を設立。講演会、展覧会、見学家の開

催、会報の発行などの活動を続けてきました。 1988年 4 El

2111、 よ 17幅 jム い万々との交流を深めると共に、よリー層の

飛躍をめざして改組、日本建築美術工芸協徴を設立しノまし/た。

そして同年 11月 28日 に文化庁所管の社団法人としての設立

許可を得、以来芸術的環境の創造を目指し、以前にも増して

活発な活動を続けています。

国内はもとより、広く海外との交流を図り、建築・美術 工

芸などにかかわる情報を収集、分析しています。また、会員

である建築家・美術家・工芸家の方々の作品、業績、経歴な

どをライフラリー化し、一般のみなさまに広く満用していた

だける体市りつくりを堅えています。

日本の各地には世界に誇るべき豊かな環境があります。しか

し、激しい開発の波に洗われ、崩れ去ろうとしています。日

本の優れた芸術的環境を次代に伝えるために、 1文化のため

の 1%シ ステム法」の常り定運動をはじめ、さまざまな保存活

動を進めています。また、調査面においても同法制定に関し

ての実態追跡調査、歴史的環境 建造物の保存および再生の

ための調査研究、パプリツクアー トに関する研究などを地道

ながらも着実に続けています。

摯 や
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日本興業は、美しく豊かな環境づくりに貢献します。

日本興業株式会社
本社/香川県高松市上福岡町7212
T760-0077  TEL(087)831-2828


